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（座談会

富安光子柴田紀子大塚和人

最近少しずつではあるが，アジア，アフリカの国々に関心を持つ人が増えてきた。観光

だけではなく，そこの国の人々と交流できるスタディーツアーのような旅にも人気がある。

今回の座談会では，Ｊｖｃのスタディーツアーに参加した，年齢，経験，訪問地のまったく

違う３人の方に，現地で何を見，何を感じたか率直に語っていただいた。「オヤッ」と思う

こと，「フーン」とうなずくことがあるかもしれない。なお司会は編集部のＡ・Ｇが担当した。

予備知識は少ない方が感動も大きい

司会富安さんはタイ，柴田さんはカンプチア，大

塚さんはエチオピアと，皆さん場所は違いますが，

スタディーツアーに参加して楽しかったですか？（皆

うなずく）それでは，楽しかった点から教えてくだ

さい。それでは一番最近の柴田さんから。

柴田私たちのグループは，お医者さんとか，看護

婦とか保健婦さんとか,、医療関係者だけでした。私

自身は看護婦です。ラインセンターの開所式に出席

することが主な目的だったんですが，いろんなレベ

ルの医療施設を見ることができました。クリニック

から，郡のレベル，国のレベル……。

日本の病院からでは，想像が付かないでしょう。

どういう疾患を持った人が来てて，どういう治療を

してて，どういう設備があるのか。それを見ること

ができて良かったと思います。

司会どんなところが一番違っていました？

柴田きれいなお水とか，予防接種とか，予防的な

ことをやっていけば，もっと健康状態がよくなると

感じました。

司会日本とはどんなところが違っていました？

柴田日本には少なくなった，下痢，赤痢，コレラ

などの基本的な感染症がまだ多いですね。子どもた

ちも弱いから死亡率も高いですし……。あと，結核

とか，そんな病気も。

司会富安さんは？
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富安面白かったと言うより，私はただびっくりし

て。最初にね，リーダーの（岩崎）美佐子さんから

“あまり知らないほうがいい，初めて見て感動した

ほうがいい”と言われて。怠け者だし，勉強しない

で行ったの。だから，何見ても驚きだったですね，

知らなかったから。

司会特にどんなことが？

富安ショックだったのは，サイト２というキャン

プに行ったときね。足のない人とかいっぱいいたで

しょう。あと，子どもがいっぱいいて，お腹の大き

い人がいっぱいいて，それで，“一生このキャンプ

で暮らさなきゃならないんじゃないかなあ”なんて。

あれがどうしようもなかった。

司会大塚さんはいかがでした？

大塚海外へ出る，飛行機に乗るということ自体が

初めてで，初めて行った外国がエチオピアというの

は，そういないんじゃあないかって思っているんで

すが……。

で，報告書に書いたり，繰り返し話していること

ですが，ツアーに参加するとき，日本のなかの自分

の生活というのがすごく嫌でした。日本は表面上

はすごく豊かだけど，本当はすごく脆い，そんな嘘

で固めた世界に住んでるのは嫌だ，全然違うところ

に行きたい，そんな気持ちでいたんです，行く前は。

それが行ってみたら，すごく雨に恵まれた雨期で
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冨安光子

ＪＶＣの星野事務局長の同級生。

子育てを終え，東京事務所のボラン

ティアを始めてもう５年。1987年２

月タイツアー（難民キャンプ，東北

部の農村，バンコクのスラムなど）

に参加。

大塚和人

東京都の公立中学校の国語科教員。

劇団ＪＶＣ，楽団ＪＶＣのメンバーに

して，空手の達人。1988年８月エチ

オピアツアー（マーシャ村での植林，

母子保健など）に参加。

駕鋤鍵爵

ふうにして難民が出てきたとか，岩崎さんや熊岡さ

んにね，みっちり。でも，現場がどうとかいうこと

はなかったですね。キャンプの背景とかそういう話

ばっかりだったです。

司会予備知識はあったほうがいいのかしら？

冨安私はねえ，何にも知らないで行ってよかった

と思う。あんまり予備知識を仕入れていくと確めに

行くようなもんじゃないかなあ。

柴田ああ，そうね。

冨安現実はこうで，自分の知識と照らし合わすこ

としかしなくって。

司会柴田さんは，専門家で予備知識十分という感

じですが……。

柴田私も基本的には，予備知識はないほうがいい

と思うけど……。ただ，深く知っていれば，それと

比較して，さらに考え合わせるということができる

かもしれない……。

大塚ぼくもだいたい，おこ方と同じ意見なんです

けど。漠然としたイメージとか，ほのかな'憧れぐら

いに留めておいたほうがいいんじゃないかと。

司会大塚さんからは，先ほどなぜ行きたいと思っ

たかということはお聞きしましたが，柴田さんと，

富安さんはどうして参加されたのですか？

柴田国境から帰ってきて，学校と仕事でものすご

く忙しかったので，カンプチアとかＪＶＣ関係はこっ

ちへ置いておいたわけです。やっと仕事だけの生活

になって暇ができたので，なにかまた，こういう関

係にとっかかりを持ちたいと思っていたので……。

柴田紀子

1980年代初期に，難民流出期のタ

イ，カンプチア国境で活動。帰国後

看護学校に進み，現在小児病院看護

婦。1988年９月カンプチアツアー

(各種医療施設，ラインセンターの

開所式など）に参加。

凶

－３－

しよう。アフリカのイメージとはまるで違って，緑

の大地に覆われていたし，見ようによっては箱根の

風景のように見えてしまうところもありました。ア

フリカにきたという感じがなくて。もちろん，ワー

ッと地平線が広がっているところで，車がエンコし

たようなときには，大地と空の広さとか実感しまし

たが。

でもツァーに行ってる最中には，強いカルチャー

ショックとか，あまりなかったんです。かえってギ

ャップのなさのほうを強く感じて。

帰ってきてから，自分でも意外だったんですけど，

日常知ってるはずの自分の生活に帰ってきたときに，

日本のモノとエチオピアで見てきた人とか風景とか

が二重写しに重なって見えてきました。そのときに，

いろんなことが，頭のなかとか，胸のなかとかに浮

かんできて……。

司会富安さんは全然違うところに行ったという印

象ですし，大塚さんは反対だし，柴田さんはそのへ

んはいかがですか？

柴田私は前にキャンプにいたんです。すごい古い

話で，８０年ごろ，カオイダンにいました。だから国

境側からしかカンプチアを想像できなかったのが，

今度はこちら側に入れたということが，すごくうれ

しかったですね。空港にプロペラ機が着いたときに，

なんか……◎

司会行く前の話に戻るんですが，富安さんは予備

知識なしで……。

富安事前研修は２日ありましたからね。どういう
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そこへ話が来たので捕まったというか。

司会富安さんは，いかがですか？

冨安ＪＶＣに関わって３年ぐらいたってましたかね

え。みんな，顔馴染みの人がね，行っているところは

どんな所なんだろう，って。どうしても見てみたい

という気持ちがありましたね。

司会多少周囲の抵抗はありませんでした？オレを

置いていくのかとか。

冨安一番の難題がそれでしたよ。主婦がね，２週

間うちを空けるというのは大変なの。“いってらっ

しやい,'も“おかえりなさい”もなかったです（お

おいにウケル)。こそこそと，目をつぶって出ちゃっ

たの。でも，２週間が限界だったみたい。

司会柴田さんは職場は楽に休めたのですか？

柴田とんでもなかったです。

ごちそうは全部食べてはいけない

司会旅行というと食事とシモの話にしたがるのは

悪いくせですが(笑い)，いかがでした？

富安食べものは屋台ばっかりでしたよ。鍋がたく

さん並んでいる……。

司会豚の角煮のようなのをご飯にかける……。

富安ええ，安くて美味しい……。

柴田ああ食べたい，食べたい。

冨安農家に泊まったでしょう。高床式というの。

水牛とか豚とかいる板敷きの上に寝て。電気もガス

もないから，日が暮れりやあ寝て，夜が明けりやあ

起きるという感じでね。

農村では３軒くらいに分宿したんですがね，こち

らで食べもの，材料は持っていったんですよ。そう

富安やつばりねえ。

柴田１年目だったから。４月に入って，９月の末

ですから。新人でこんな十日も休みを取った人は，

もう初めてって，すごく言われました。でも，たま

たま，９月と10月と月がまたいだので休みが取れま

した。１カ月のなかにすっぽり十何日も入ると完壁

にだめだったんですが。その月の当直回数とかに影

響しなかったのね。それは，ラッキーでした。

まわりにも，観光じゃあなくって，こういうとこ

ろに行くんだと根回しをしました。自然に，まあし

ょうがないんじゃない，って思わせるように。当直

で一緒になったときに一人ずつ話をしました。とに

かく１週間以上休みを貰うというのは，ミーティン

グで，みんなのＯＫを貰わないとだめなんです。

●

いう材料を使って，そこの奥さんが一生懸命料理し

てくれるんです。餅米をザルみたいので蒸かして食

べるの。美味しくってね。

お客さんの残したものを食べようという人たちが

いるのね。親戚の人たちが大勢いるんです。だから

お腹が空いていたって，あんまり一生懸命全部食べ

ちゃいけないんだって思って。

で，珍しいもの着てるでしょう。男性だって巻き

付けたものとか。写真撮ろうと思うと，急いでうち

のなかに入ってね，ナイロンの，化学繊維のシャツ

とかに着替てくるの。お金を出して買ったものだか

ら，上等なのね。どこのうちにも機織りがあって，

自家製のものを着ているわけだけど……。外から行

▲写真を撮ろうとするとシャツに着替えちゃうのね

エチオピアの子供たちが幸せになってほしいと思うように，し

日本の子供にも幸せになってほしい
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った私たちにはそれが珍しいでしょう。いいと思え

るのに，化学繊維のものを着て，直立不動になっち

ゃう。

柴田それが一番ドレスアップしたものと思うのね。

富安そうそう。撮られるんなら立派な着物を着て

という感じ。

司会しかし，持っていった卵なんか，ご馳走なん

でしょうね。

富安そうですね。でもね，村の人ってすごい賛沢

だなと思ったんですよ。全部自給なんですよね。お

米はもちろん，その辺になっているの，バナナとか。

柴田カンプチアでも，鶏とか豚がその辺にいるか

ら，東京で食べるものとは全然おいしさが違う。

富安もう，あれはね，最高の賛沢だと思ったわ。

自分で作って，自分で食べるんだもの。作らなくて

もなってんだもの。それに，繭がたくさんありまし

たよ。普通に絹を着ているんですよ。

司会へ－え。カンプチアの料理はいかがでした？

柴田基本的にはタイと同じですが，おいしかった

ですよ。

司会エチオピアはいかがですか？

大塚主食のインジェラは，スポンジ状の薄い布か

ホットケーキみたいなもので，その上に，辛いシチ

ューを乗っけて，端のほうから千切ってくるんで食

べるんですが……。あれ，最初は珍しいから，喜ん

で食べてたんですけど，そればかりで１年間となる

ときつい感じがしました。

ホテルとか道すがら，小さいレストランなんかで

食事することが多かったのですけど，そのかけるシ

チューの具によって種類が別れています。現地の普

通の人は肉なんか年に一，二回だという話を聞きな

がら，僕らは肉入りのヤツをもっぱら食べてたんで

すけどね。ツアーの終わりごろに，エチオピア人の

何年分肉を食べちゃったんだろうって，話しました。

マーシャ村のＪＶＣの宿舎では，向こうで作ってい

る日本食にありつけたんで，ホッとしました。

司会本当の和食なの？

大塚ええ。味噌なんかも作っているし，エチオピ

ア人の女性に作り方を教えて。味噌汁でしょう，ご

飯でしょう……，オシンコみたいなものも。

冨安伊藤幸子さんが全部指導したのよね。

大塚卵そのものがおいしかったということもあり

ました。

司会エチオピアのツアーの報告書を読んで面白か

ったことのひとつは，トイレの話なんだよね。女の

人が，昼間は外でやるのはいやだけど，夜に星を見

ながらやるのは気持ちがいいというのがあったんだ

けれど……。

大塚実はまだ報告書製本しておらんのですよ。そ

れぞれに，製本前の状態でどっと渡されているんで

すよね。折りまげて製本するのは各自の仕事で，怠

け者はやつとらんのです。

司会あなた自身は？

大塚向こうの人が，あとの処理に石っころを使う

と聞いたときは……。彼らは長いマントをはしょっ

ているでしょう。だから女の人も道端で安全に，用

が足せるということで，家庭訪問をしたとき，いっ

しょに行ったお母さんが道端でしゃがんでというこ

とはありました。

マーシャでは危険だという宿舎のトイレで。雨期

で降りすぎちゃったでしょう。床のすぐ下まで水が

きてて。しかも，床自体がたわんでいるような状態

で，恐いんです。床が抜けたら水泳だというんです

(笑い)。

日本の生活，日本の子供たちを大切にしたい一．

司会さて，スタディーツアーの成果というか，帰いまエチオピアの子どもたちの姿をよく思い出す

ってきたあとの話ですが。先ほど大塚さんが，帰国んですけど，町の子，羊を追っている牧童の子，高

後の話をしてらしたけれど……。級ホテルで見かけたお金持ちの子，いろんな子ども

大塚悲惨なもの，異常なものを期待して出かけたがそれぞれの生活を暮らしている。そのとなりに日

旅行で見たものが，自分の生活とギャップのない普本の子の日本の子らしい生活があって，いいんじゃ

通の生活だったというのが，帰ってきてからじわじないでしょうか。

わ効いてきました。行く前は子どもたちに対しても，いい生活と悪い生活，幸福な生活と不幸な生活，

給食を食い散らしたり，パンで遊んだりする姿を見そういう上下関係があるんではなくて，人間の暮ら

て，ある意味では，憎しみを感じるようなところがしというのは，ひとつひとつ同じ高さに並んでいて

あったんですよね。そのどれもが尊い。だから日本の子どもたちにも，
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しなくちゃあいけないことはあるんだけど，日本の

生活があっていい，それが全部の出発点であると，

感じはじめたのです。そのごく普通の生活こそが，

一番大事にしなくちゃいけないんだとも。

司会それは授業を充実させなければ，なんて気持

ちに結びつくのですか？

大塚いや，もっとそれ以前のことです。どの子を

見ても，もう，可愛く見えちゃって。教員として変

わったということは，そういうことですね。エチオ
やかまうごう

ビアに行く前Iこは，ただ喧しい烏合の衆，群れでし

かなかったものが，帰ってきてからは一人一人の顔

が見えます。

司会柴田さんは行って変わったこと，あります？

柴田今，Ｊｖｃでやっている人，行ってる人を羨ま

しいと思いながら，埋没したような感じで生活して

いたんです。で出てみて，やっぱり，向こうでの生

活が捨てがたいんです。たとえば，日本のなかにい

て月給を貰って暮らしていけば，俗にいう幸せな生

活はできるかもしれないけれど，なんかそれじゃあ

嫌だ，忘れたくない，って感じました。

司会どうして忘れたくないと感じるのかしら？

柴田そつちのほうが幸せのような……。前にキャ

ンプにいたときのことが，自分のなかに，ずっとあ

るんだという気がするのね。私，タイ人と一緒にい

ると，すごく幸せなんですよ。気を張らなくていい

し。

日本人同士というのは慣れるまで時間がかかるで

しょう。タイの人なんか，壁がないというか，人間

同士がすごく近いし，いつも近くに寄り添って生き

ている。その集団のなかに入るのも楽だし，入って

しまえば気が楽というか，すごく幸せになれるの。

頑張らなくてもいい。受け入れるベースも大きい気

がするんだけど。

自分にもし役に立つことがあって，一緒にやって

いけたら，幸せだなと。

司会帰って４～５カ月経ってどうですか？

柴田特に変化はないんだけれど，いま自分の目の

前にいる子どもたち，小児病院ですけど，ものすご

く薬も使えるし，治療食もできるし，なんでもでき

ちゃうんですね。可愛い子どもが入院してきている

から，親も愛情いっぱい，おもちゃでも何でもスゴ

イんですよね。前はね，そういう子が痛がって泣い

たりするとね，どっかにもっと頑張りなさいと，少

し冷ややかに見ていたんです。

それが帰ってきて，片や，ビタミンが少し足りな

Ｔｒｉａｌ＆ErrorNo.８７

勇気を持って話せば，関心を持ってくれる人もいます。

くて失明したり，食べ物がなくって成長発達ができ

ない子がいるんだから，ちゃんと食べなさいもっと

頑張んなさい，という気持ちもたしかにあります。

だけど，まず自分の目の前の子を，もっと大事にし

なくちゃいけないんじゃないかなあ，そんな気もす

るんです。

司会しかし不思議だなあ。普通の人って，逆のイ

メージじゃないのかな。エチオピアやカンプチアに

行くと，そこの子どもたちのことが気になって，い

まの日本の子たちに批判的になるというか……。

大塚どうしてなんだろう。反対なんですね，たし

かに。

柴田絶対，頭のなかではね，そういう貧しい子ど

もが優先なの，今でも。だけどあまりにも今までの

自分というのが，そっちばかり考えすぎてたかな，

という気持ちがあるかもしれない。

大塚エチオピアに行く前，頭でしかアフリカのイ

メージしかないときには，パンを粗末にしている子

を見たらきつく叱っていたんですね。パンー切れで

も別の所にあれば，一人が１日生き延びれるかもし

れないんだと。

でも，エチオピアの植林サイトを訪ねたとき，案

内してくれた少年が，弁当を食べたあと，食べかけ

のレモンかなんかを，ポイッと捨てたんです。それ

を見て，アフリカの子が食べ物を捨てるなんてあり

えないことだと思っていた自分はショックだったん

です。

頭でだけ考えていると極端に走っちゃうけれど，

基本的には人間というのは皆同じで，置かれている

環境によって習｣慣が違ったり，生活が違ったりして

くる。エチオピアの子どもたちが幸せになってほし

いと思うのなら，日本の子どもたちだって幸せにな

ってほしい，そう考えることに何の矛盾もなくなっ

てしまう。

司会なるほど……。

－６－



大塚少し表面的すぎる解説ですが。

司会冨安さんはいらっしゃる前と後では，いかが

ですか？

冨安ええ，だいぶ経ってからね，スタッフの人に

変わったって言われたの。自分では意識してなかっ

たんだけど。それまでの私って，なんかオジオジし

てたのね，ここに出入りすることに。根がないよう

な，物好きで来ているような……。でもあれから，

ここでの自分の存在理由がはっきりしたような気が

して，自信が出てきたと思うの。私自身がここにい

ていいんだな，これをやってていいんだなって。

司会分かるような気もするんですが，もう少し。

冨安ＪＶＣの活動内容も漠然としか分からないけれ

ど，私の力でできるのはこれだなって思うことをや

っていると……。

大塚私も同感です。ツアーに行く前は，ＪＶＣのオ

チャンスがあったら行ってみよう

司会さて最後になりますが，Ｔ＆Ｅの読者はスタ

ディーツアーには行ったほうがいいのかしら？

柴田その前に，ツアーに行くというのは現地の人

に負担にならないのかしら。毎日の活動で忙しいは

ずなのに。

司会現地での活動歴の長い，熊岡さんなんかが企

画しているんだから，そんなに気にしなくていいん

じゃないですか。

大塚個人的主観的になって申し訳ないんですが，

エチオピアに行かなかった人生って，考えられませ

ん。生活も意識もガラッと変わってしまったんで，

チャンスがあれば行ってみて損はないと信じます。

富安ある程度意識をもった人なら，おすすめした

いけど，絶対に観光ではないから。チラシとでも観

光の気持ちがあれば，おすすめじゃないわねえ。

柴田行きたい気持ちが少しあって，迷っている人

がいたら，思い切って飛び込んでみたほうがいいと

思いますね。自分自身だけでなく，自分の経験を話

すことで，それまで関心をもっていなかったまわり．

の人たちも，興味をもってくれる人が生まれるかも

しれないし……。

司会その点教員って，いい仕事ですね。

大塚まあ，そうです。参加資格のひとつに，“個人

的な経験に留めずに，なんらかの形で社会にフィー

ドバックできること”というのがあって，それがすご

くプレッシャーに感じましたが。参加前はショボク

レ教員でしたからね。今はしゃべるわ，害くわです

フィスはなにか敷居が高いようなところがあったん

です。なにか頼まれたことでもなければ，来ちゃあ

いけないような。

富安押し掛けじゃあないか，そういう気持ちがあ

ってみんなに邪魔になっているようなら，すぐに身

を引こうとかハスに構えてきてたのね。今はね，私

はこれをやってればいいんだ､と思えるの。

司会ウーン，行かないとよく分からないのかな。

大塚ちょっとニュアンスが違っちゃうかもしれな

いけれど，このオフィスがどういうドでかい現場と

つながっているかが，分かったということもひとつ

の理由だと思いますけれど。

冨安そうね。皆それぞれ所を得て，現場で働いて

いるでしょう。だから私の現場はここだという，感

じね。

大塚そう。

●

が……（笑い)。

司会柴田さんは？

柴田昔，やたら，まわりの人にしゃべりまくった

というか，そういうことがあったんです。見てきた

ものを知ってほしい，そんな平和に暮らしてる場合

じゃないんだ，もっと振り返ってよ，みたいな感じ

があって。そのときは一生懸命話してはいるつもり

でも，まわりの人にしては，ただの押し付けにすぎ

なかったと，今は思うんです。

だから，第三世界のことを話すのは恐くて，口を

閉ざしていた時期が何年かあるんです。

今回，恐かったんだけど，休みを貰うためにはし

ようがなくって，言っちゃったわけですよ。それで

帰ってきて，スライド上映なんかしたい気持ちもあ

るんだけど，そこまですると……。で，写真集にし

て簡単に経過を書いて，休憩室に興味がある人は読

んでくださいと置いていたんです。

そしたら，結構それを読んでくれて，そのあと個

人的に話を聞いてくれたりとか，医療関係者が外に

出ていっている現状を知りたいと言う人も何人か現

われたし……。ホッとしているというか，今まで，

私，日本人に期待しないようなところがあったんだ

けれど，なんか自分のことばっかり考えて生活して

いると……。こっちから，ちょっとたたけば，反応し

てくれるということに，うれしさを感じています。

司会長い間，ありがとうございました。へたくそ

な司会ですみませんでした。

－７－
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スタディーツアー参加心得
日本人にとって，旅は昔から馴染み深いものであ

る。物見遊山や○○詣でと，ことあるごとに繰り出

してきた。たいていは親しい者どうしで連れ立って，

珍しい風物を愛で，宴を開き，市をひやかしたと思

われるが，その土地その土地の人たちとの出会いの

旅というものはあまりなかったようだ。実際，旅と

はある土地を通り過ぎることであり，出会いを望む

のは難かしい。

しかし，ＪＶＣスタディーツアーが目指すのは，参

加者とその土地の人たちの出会いである。都市で，

農村で，３等列車の中で，食堂で，いろいろな人と

の出会いがある。そんな出会いが楽しく重ねられた

ら，旅は大成功である。

(1)教えるより学ぶ

友だちになろうとすると，たいていは言葉の壁に

阻まれる。そこで，村で過ごす夜には日本の歌を歌

ったりして，言葉を越えて触れ合おうと一生懸命に

なる。歌い始めると，やめ方がわからなくていつま

でも続けることになる。ところが，冷静に観察する

と村の人たちの表情がいまひとつ冴えないことに気

づく。知らない歌に退屈しているのだ。これが日本

の歌ではなく，タイ民謡だと目の輝きが俄然違って

くる。ラムボン（踊り）も始まる。だからといって，

私たちがいきなりタイ民謡を覚えるのは難かしい。

なにも自分でパーフォーマンスしなくてもいいのだ

から，そんなときはおじちゃんやおばちゃんをおだ

てればいい。喉が自慢の人が出てきて，ラムボンの

輪ができ，みんなが踊り方を教えてくれる。

折り紙やポールを用意してくる人がいる。子供た

ちと仲よくしようと思えば，折り紙もボールもなか

なか役に立つ。サッカーで汗を流せるし，どの子だ

って初めて折るとは思えないほど折り紙がじょうず

にできる。でも，輪ゴムや木の枝，木の葉など，村

で手に入る物でうまく遊べれば，もっといい。子供

たちがあとから思い出しても同じ遊びができるから

だ。

何事に限らず，私たちはついつい教えてあげよう

とする。せっかく未知のところに行ったのに，好奇

心を働かせていない証拠だ。見まわすと，村には習．

うと楽しそうなことがいっぱいある。繭を煮て絹糸

を繰っているおばあさんがいたら，やらせてもらお

う。機織り，水汲み，炊事，篭を編むための竹ひご

作り，田植え，蛙とり，なんでもやらせてもらって

みよう。村の人たちは喜んで教えてくれる。身体を

動かせばすぐに仲よくなれる。

(2)緊張しないでゆったり構える

もっとも，この出会いも履き違えるとひどいこと

になる。あるとき，「友だちを作ろう」と言う私の言

葉を，数で実行に移した女学生がいた。どこでも，

誰にでも手当たりしだいに話しかける，名前や住所

を聞く，一緒に写真をとる。飛行機の中では偶然乗

り合わせていた私の知り合いを捜し出してきた。列

車では，全車両のすべての乗客と物売りに声をかけ

るだけでは気がすまず，ひと駅ひと駅降りて，駅

の人にまで声をかけている。これはまあいいとして，

国境や検問所で兵隊に話しかけているのには何度か

青くなった。「危険だから目立たないよう静かにして

いて」と言っておいて，手続を済ませてさてと見ま

わすと，とんでもないところへ行って，銃を持った

志願兵に話しかけたりしている。

タイでは若い女の子が見知らぬ若い男性に話しか

けることはまずない。だからいやでも目立つ。この

女学生の行動が起因して，別の女学生が危ない目に

あいかけて，私の勘認袋が爆発し，彼女はやっとお

となしくなった。

短い期間になんらかの成果を上げようという優等

生的な発想が，緊張によって輪をかけられた結果の

行動のようであった。これほどとまではいかなくて

も，緊張すると体調も崩しやすい。肩の力を抜いて，

ゆったりしていることである。

(3)五感を研ぎ澄ます

乗り物に乗ったらすぐ眠ってしまう人がいる。!惜

しいなあと思う。窓の外の景色は同じようで少しず

つ変わっていく。家の作りも，植生も，栽培作物の

種類も。ただの田んぼが続いているだけのようでい

て，もうほとんど消えてしまったと言われている竜

骨水車が動いているのが見えることだってある。大

きな木の根本には，神さまの河がある。アイスクリ

ーム屋さんが，自転車で村をまわっている。見飽き

ることがない。そしてすぐ見えなくなってしまう。

難民キャンプなど，かたまって行動しなくてはな

Ｔｒｉａｌ＆ErrorNo.８７
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国

らないところで，ぺちやぺちやしゃべったり，ぼ一

つとして列にくっついてくるだけの人がいることが

ある。せっかくそこの人がいろいろ話してくれてい

るのにまったく耳に入っていない。これも惜しい。

短い旅なのだから，身体全体をアンテナにして負欲

にキャッチしよう。

(4)知識に頼らないで，自分の目で見る

スタディーツアーの事前研修では，文化や歴史を

ひと通り習う。課題図書も出る。なかにはずっと東

南アジアに興味を持っていて知識が頭にいっぱい入

っている人もいる。でも，その知識を実際の事象を

目の前にしたとき，物指しにはしないで欲しい。「ス

ラムは農村の貧困の結果」なんて図式を当てはめて

納得していたら思考回路がそこでストップしてしま

う。知識で見ないで自分のまつ白な気持で見て，感

じよう。

また，見える技術だけ見て「遅れている」なんて

思わないで欲しい。たとえば脱穀を比較するとする。

日本には刈り取りと脱穀を同時に済ませてしまうよ

うな機械があり，タイには機械らしいものはない。

ただ，板や水牛の糞で塗り固めた田んぼの片隅で稲

の束を打ちつけるだけである。この違いは誰にでも

わかる。けれども稲の違いに気がつく人はほとんど

いない。台風に見舞われる日本では籾の落ちにくい

稲を，タイでは籾が落ちやすい稲を，それぞれの地

で農民たちが長い年月をかけて選んできた。だから

タイでは機械がなくたって簡単に脱穀できる。

「脱穀の意味」も表面には表われない。日本では，

脱穀は今ではただの作業以外の何ものでもないが，

タイでは，脱穀は作業であると同時に稲作の集大成

として稲の神に感謝を捧げつつ仲間と語う祭杷であ

り，若い男女の出会いの場でもある。だから，脱穀

の機械だけ比べて優劣をつけるなんて，してはいけ

ないしできないことなのだ。

(5)何でも食べてみよう

その土地の食べ物が食べられない人は，会っただ

けでもだいたい見当がつく。素直でなく，自分の殻

を固くしている人だ。頭から拒否反応を示す人もい

れば，食べようとして食べられない人もいる。食べ

られるようになるのには心を開くしかない。どちら

かと言えば食べられないのは圧倒的に男に多い。な

かには中華レストランなどでは馬鹿食いするくせ，

農家の心尽くしのご飯が食べられないという始末に

おえないのもいる。食事が楽しめれば，その国の生

きた文化を味わえたということだから，旅の目的の

半分は達成したということにならないだろうか。

(6)自然や人と馴染む服装で

スタディーツアーに参加する服装は，さりげなく

て，動きやすくて，洗濯しやすいのがいい。ジーン

ズよりは薄手のパンツの方が汗と挨で汚れても，洗

うのが楽で乾きやすい。

基本的にはどんなかっこうをしてもいいのだけれ

ど，その国の人が嫌うことはやっぱり避けた方がい

い。ではタイではどんな服装がいいのか。注意深く

観察していればすぐに見えてくるが，手取り早く知

るには，ワット・プラケオなど名のあるお寺に行け

ばいい。失礼な服装だと中に入れてはくれないから

だ。まず，半パンツ，これは男女とも村のなかや室

内を除いて避けた方がいい。タンクトップも男女と

;も肌をたくさん見せるので歓迎されない。

半袖シャツやＴシャツの腕まくり，これは

私も長いあいだ気がつかなかった。そう言

われて見回すと，腕まくりしているタイ人

はみかけない。

でも，村へ行ったらもっと肌を露出して

も大丈夫，男性は村の人のように上半身裸

になって腰布を巻き，スカートをはいた女

』性の気分をたっぷり味わってみよう。ただ

し蚊にさされないようにご用心。

（岩崎美佐子）

－９－
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ＪＶＣスタディーツアーのご案内

ソマリア

難民問題を考える旅

ＪＶＣがソマリアで難民定住のプロジェクトに取り

組んですでに５年になる。かん木と石ころだらけだ

った土地にポツンポツンと農場が生まれ，生長の早

いルシナ（イピルイピル）で覆われた用水路は新し

いオアシスとなっている。

現在ソマリアには84万人の難民がいる。エチオピ

アとソマリアのオガデン紛争によってソマリアに逃

れてきた人々，現在のエチオピアの社会体制や内戦

を嫌ってきた人々がＵＮＨＣＲやソマリア政府の保護

下におかれている。１０年もの間こう着状態が続いた

ソマリア，エチオピア関係も昨年４月の両国の関係

改善により難民帰還の道が開かれた。

今回初めて行われるスタディーッア－ではまず

難民キャンプを訪れる。何年も国連からの食糧配給

に依存する人々，その配給トラックを追いかけまわ

す子供たち，モスク，墓地，市場。難民キャンプは

突然砂漠に生まれた巨大な町となっている。Ｊｖｃが

開いた難民定住のための農場も12カ所，200ｈａ以上

になった｡しかし，長年にわたる人々の営みにより

難民キャンプ周辺のかん木は燃料のために伐採され，

エチオピア

乾いたテーブル台地を訪ねる

エチオピアは悲惨な飢餓の国なのだろうか？

昨年８月の第１回スタディーッア－に参加した

６名の男女の感想によるとどうもそうではないよう

だ。高低差2000ｍ，片道２日間の４輪駆動車による
●●●●●●

強行軍の末に彼らが見たのは期待していた飢餓地獄

ではなく，ごく普通の村の生活であった。

エチオピアの大雨期は６月から９月。干ばつに襲

われた87年とは対照的に，８８年の多雨は隣の国スー

ダンに洪水をもたらした。マーシャ村も雨期には途

中の川が増水のため孤立することが多い。８月末に

環境問題がクローズアップされている。

国連はソマリアの難民に対しこれまで巨額な資金

をつぎこんできたが，昨年来難民政策に対し真剣な

見直しが行われ，難民の本国帰還とソマリアでの定

住自立にさらに力が入れられるようになった。今

後難民問題はどのような展開をするのだろうか。

ＵＮＨＣＲの現地スタッフ，難民や地元民との懇談を

交えながら考えたい。

ソマリアの６月は美しい。地表温度が70℃にもな

る乾期が厳しいだけに，緑一面のこの季節を人々は

持ちこがれるのである。

＜募集要項＞

期間：1989年６月中旬，約２週間（事前研修を

含む）

募集人員：６名前後

参加費用：３０万円前後（現在調整中）

募集：詳しい計画ができ上がる４月から公募

（担当鴇田）

行われた昨年のツアーは，幸運が重なって予定どお

り終了したが，やはりこの時期にエチオピアを訪れ

るのは危険すぎる。そして，はげ山だらけのマーシ

ャ村が緑に変身してしまうこの時期では，エチオピ

アが直面している環境の厳しさがわからない。そこ

で今年度のスタディーツアーは乾期のまっただな

かの11月に行うことになった。髪がまつ白になるほ

どの土ぼこりを浴びる旅，覚悟のある方はぜひ御参

加下さい。

＜募集要項＞

期間：1989年11月中旬(事前研修を含め12日間）

募集人員：５～６名

参加費用：２９万5000円

（往復航空運賃，国外の宿泊費，食費，移

動費，事前研修費を含む）
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スリンカ

タイ・スタディーツアー

ごｲﾙ‘，

タイ

回を重ねて里帰りの気分
３

４

毎年２月，８月と年２回実施しているタイ・スタ

ディーツアーのコースは，このところほとんど変化が

ない。参加する人たちはたいてい初めてなのだから

問題はないのだけれど，引率する側としては毎回同

じところに行くよりはいろいろ行ってみたいと考え

たこともあった。

ユーカリ植林反対闘争のあった村や，村中で娘，

とくに長女を売春婦として出稼ぎに行かせ，数年稼

いだら村に帰って幸せに結婚し，生まれた長女をま

たまた売春婦として出稼ぎに行かせる村などじっく

りと訪問してみたいところがたくさんある。

しかし，１０日間の日程で，都市スラム，難民キャ

ンプ及び農村のＪＶＣの活動地訪問は欠かさず，さら

に欲張るとなると移動が多くなり，まったくの駆け

足旅行となってしまうのでちょっと無理だ。

そんなこんなでコースが固定化してきたと同時に

そのよさも出てきた。ホテルのおねえさん，レスト

ランのおばちゃんなどあちこちに顔馴染みが増えて

きたのだ。ホテルは特別料金，レストランでは注文

しない家庭料理がおまけについてきたりする。ほと

んど里帰りの気分だ。

かくして初めての人も回を重ねている私も楽しく

東北路を行く。この日数では数あるタイ・ツアーの

中で充実度最高と自負しているが，いつか東北路を

＊また，出発日・期間・費用は，現地事情で多少変更する場合も
ありますので，ご容赦ください。

いっしょした人たちを対象に別のコースもできれば

いいと考えているが時間的制約で当分無理である。

く募集要項＞

期間：８月17～29日（２泊３日の事前研修あり）

募集人員：１０名

参加費用：約18万円

募集受付：４月20日より募集人員に達するまで

＊タイのツアーはＭＩＲＣ（モラロジー国際救援運動

推進委員会）とのジョイント・プログラムとして

行われます。お申し込みはＭＩＲＣ（0471-73-3216）

かＪＶＣの岩崎が受け付けます。

デシ

エチオピア・スタディーツアー

マーミ／ヤ

タナ湖

ﾉノ

－１１－
Ｔｒｉａｌ＆ＲｒｒｏｒＮｏ､８７

三岳三

Iヨナイノレミ

アジバール
【。

ルハコレフ

唖’

*詳しい日程が決まりましたら本誌の誌上でお知ら

せいたします。なお参加費用のなかにはパスポート，

ビザ,及び保険料は含まれていません。（担当林）

f髪』/墨こぐ鱈;鰯翌
ア
ジ
ス
ア
ベ
バー
ツ

日次

１０

１１

1３

ﾉ』【：

８／:７

i８

1９

2０

２１

２２

2３

2４

２５

2６

2７

2８

2９

研蜂内容

事削研修〔国際救援連勃の意義，その他）

hl上<現地活動報告，タイ語講座，他）

出発

現地オリギザ.ンテーション，スラム視察
及び市内観光

スラムにおける図書館活動，奨学金活動
の視察

カンボジア国境へ移動く列戒で〉

難民キャンプ視察

給水弔業

視察遺跡見学，農村赤・ムステぷ（農村
の康活体験

農村の嬉活体験

パン君クヘ移動

ダイ型大学f･:も〔,くは外圃支援団体スタ
ンフとの懇談，その後目:蔀ｼ動

帰国，成口解散

信油

モラロジ・

研究所

同上

ホテル

ホテノＩ

ホテル

ホプ凡

蒜テノ＆

ポラル

民漉

民法

ホテル

ホテル

第１同

第２、

第３！』

第４隅

第ｂｉｉ

第６『：

第７：ｉ

第８閲

第９Ⅱ

第１ＣＩＩ

第１１１１

第1２１１

沈問地

成田一公北京

北康.。
アジスアベバ

アジスアベバ

デシ少

･マーシャ村.

マーシャ村

マ.シ､¥村．。

アジス・アベパ

アジスアベバ

”北京

｣上京

北京一転成腿

江動内

事前研修

出発（中田氏航〉

到着ＪＶＣオソィス訪問

マルカート見学

移動，途咋の村の見学

･プ歯ジェクト見学

仙林手伝い，スタッフとの交流会

械林など作業手腫い
周辺の村を訪問

穆動
アジバ・ル病綻跡地見学

移動

アジスアベバ市内見学
(温』とに入る）

,T篭前中自111審動

午後の便で槻京へ

化京市内見

帰国
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ＮＧＯとスタディーツアー

アジア民間交流ぐる一ぷ

（ＡＰＥＸ）現地ＮＧＯとの交流を重ねる

タイの村を訪れたところ，その村の開発方法をめぐ

るタイの大ＮＧＯ同士の目に見えない本質的な確執

に危うく巻き込まれそうになったり，これは，と思

った中部タイのＮＧＯが，てっとり早く現金収入が得

られる都会に若者が去ったため，さびれる一方であ

ったりと，こちらの思惑とのすれちがいをしばしば

経験した。またインドネシアチームも，日本に招待

したＹＡＢＡＫＡメンバーが生業創出。環境保全に役

立つのではと，廃プラスチック加工に強い興味を示

したので技術面・資金面での支援を開始し，その進

み具合やいかにと訪ねたところ，地元の有力者を紹

介され，彼の工場の技術援助を求められて困惑する

はめになったり，YABAKAの事業拡大に伴い，

ＡＰＥＸとＹＡＢＡＫＡの間，さらにはＹＡＢＡＫＡ内部
●｡●●

がぎくしゃくしたりなど，双方の思い入れのずれや，

仕事や生き方等に関する根本的な彼我の相違に，ひ

とつひとつ直面させられていた。

いまもＡＰＥＸ内では，「継続して援助できる十分

な資金力の未だない自分たちが第三世界のNGOをサ
ロ●

ポートしようとするのははた迷惑なことではないか，

自分たちは対等に交流したいといっても彼らにとっ

ては“趣味”と映るのではないか，これでいいのか」

と，白熱した論議がくり返されている。

たしかに現実は厳しい。時には「善意」さえはねつ

けられることがある。しかし，交流を開始したから

には，ＹＡＢＡＫＡがノーと言わない限り，何として

でも末永い関係を継続させることが，いわば最低限

の社会的責務であると，「分別盛り」のサラリーマ

ン主体で構成されているＡＰＥＸは，考えている。

ＡＰＥＸの第三世界とのかかわりは緒についたばか

りだ。しかしＹＡＢＡＫＡとの交流，タイのＮＧＯ探し

の旅を通じ，とおり一遍の旅では知ることのできな

いアジアの現実に触れることができたようだ。

今年の夏もまた，カウンターパートを求める旅と

なることであろう。そこには新たな発見が待ってい

主婦や学生，あるいは今までの仕事をやめてＮＧＯ

活動に参加，という人が多いなかで，アジア民間交

流ぐる－ぷ（ＡＰＥＸ）を支えているのは，主に40歳

前後の中堅サラリーマンである。昼間は会社，夜は

ＡＰＥＸと２足のわらじを履く。

ＡＰＥＸの前身は第三世界セミナーとよばれていた

勉強会で，ＡＰＥＸの代表である田中直さんと，彼

を囲む志を同じくするスタッフたちによって運営さ

れていた。

この第三世界セミナーは，８２年以来，コンピュー

ター，近代化，エネルギー等の問題を系統的に追っ

てきた「連続ゼミナール」（２回/年）で，第三世界

の問題をとりあげた際に講師のひとりとして招かれ

た鶴見良行さんが産みの親。「勉強だけではなく，実
●●●

際に自分の足で歩いてみなさい」この一言が第三世

界セミナーの名の下にスタディーツアーを組むきっ

かけとなった。８３年冬のことである。

初めてのスタディーツアーは84年の夏。８４年，８５

年と主に東北タイの農村を訪れた。この時の経験に

よってただ旅をするだけでなく，実際に何かの活動

に参加したいと次第に思うようになった。８６年の訪

問先はあまり日本のＮＧＯが足をふみいれていないイ

ンドネシアに的を絞り，継続的に交流，協力できる

ＮＧＯを探した。このツアーでスラムの人々を対象に

ローコスト・ハウジングや生業創出等に悪戦苦闘し

ているＹＡＢＡＫＡという，ジャワ島中心部スマラン

市で活動している小さなＮＧＯと出会い，交流の端緒

をつかんだ。これを機会にグループの名前も第三世

界セミナーからＡＰＥＸに変え，第三世界，とりわけ

東南アジアの人々とさらに深く係わっていこうとす

る姿勢を明確にした。

８７年よりスタディーツアーの,性格もYABＡＫＡ訪

問という色彩が強くなり，“第三世界を知る”という

初心者向きのツアーとはいえなくなってきた。また

APEX創設以来，インドネシアツアーと併行して行

っているタイツアーの目的も自ずとＹＡＢＡＫＡのよ

うなＮＧＯを探すことに絞られてきた。

しかし困難は山積みしている。ＡＰＥＸの身の丈に

あった“ナイーブで小さなＮＧＯ"と交流したいと考え，

初回ツアー以来のタイの友人たちの伝を頼りに東北

□

Trial＆ErrorＮｏ．８７

るに違いない。

－１２－



開発教育としての重みを感じる
曹洞宗ボランティア会

（ＳＶＡ）

ＮＧＯのスタディーッア一といえば１年に１～２

回，会員を中心に公募して行われるのが一般的だ。

特にまとまった休みのとれる７～８月に集中してい

る。しかし，ここに紹介する曹洞宗ボランティア会

はちょっと違っている。主体は地域の支援グループ

や支部で，東京本部は持ちこまれた企画や要望をチ

ェックし，現地との調整を計る役目なのだ。今年度

は計６回ツアーが行われた。

６月山口支部１５名

８月静岡東部支部が企画「一本百円の苗木を植

える会」１１名

11月茨城教育援助基金を支える会７名

11月ＳＶＡ私設応援団（スタディーツアーＯＢ）

５名

12月静岡ボランティア協会，静岡リバティライオ

ンズクラブ主催高校生など１２名

２月長野県ボランティアＯＢ若手僧侶６名

など実に多種多様である。以前は公募していたこ

ともあったが，地域のグループからの要望が多く，

そちらの方までなかなか手がまわらないというのが

現状だ。それにしても現場のあるＮＧＯが年６回も

ツアーを出すというのは並大低のことではない。そ

のへんのところを事務局長代行の八木沢克昌さんに

伺ってみると，

「初めは開発教育というよりも国内活動の活'性化

をねらっていました。しかし回を重ねる度にスタデ

ィーツアーの重要性を感じるようになってきたので

す。日本社会のゆがみとか，誰が加害者で誰が被害

者かは日本にいてはわかりません。自分たちの意識

改革こそ重要なのではないのかと，今では開発教育

としての視点の方が強いですね。

参加者の中には地域での活動をしている人も大ぜ

いいます。地域だけでは見えなかったものがタイに

行くことによって見えることがあるんですね。大き

く考えて小さく行動するということでしょうか。ま

ず向こうの厳しい現実を知る。異文化を知る。そし

てタイの人の持っている，人間と時間，人間と自然，

人間と人間の関‘係を学んでいきます。日本の教育に

行き詰まりを感じていた人もタイの人の考えを学ぶ

うちに自分たちの問題解決のヒントを見つけること

もあります。

それから海外に関心のある人のなかには身のまわ

りのことには気がつかない人もいますが，異文化へ

の理解とは海外だけを指すのではないと思います。

国内でもわからないこともあるし，違う考えを持っ

た人を理解するということが必要でしょう。海外に

愛を運ぶのはそんなに難しいことではないかもしれ

ません。近くにいる人のことも考える。そちらの方

も見落としてはならないと思います｣。

ボランティア会ではこの１２月，高校生のスタディ

ーツアーに同行した。ここ数年若い人の間にアジア

への関心が高まっているが，このツアーには93人も

の応募があった。彼らはスタディーツアーを通して

どのように変わっていったのだろうか。

まず彼らは自分たちの幼さを指摘している。スラ

ムに暮らす同年代の少年たちは家族を養うために働

いている。スラムの生活を向上させるための活動も

している。自分は勉強ができると思っていたが，勉

強しか知らない，と。彼らは勉強はたくさんしてい

るが，人間と人間の関係などは真剣に考えたことが

なかった。だからミーティングなどで自分の意見を

求められたのはつらかったようだ。しかしそのなか

で，タイと日本の関係，自分自身のことがわかって

くる。ある女生徒は「日本がタイを食べている」と

表現した。また別の１人は「タイに行く前のすべて

をわかりきったような口調ですばらしい意見を述べ

ていた自分よりも，まだ言葉には表せないけれど，

さまざまな体験を心で悩みながら整理しようとして

いる今の自分の方が人間らしいかな」と感想を述べ

ている。

初めてタイを訪れた人は，その体験も新鮮なかわ

り，時としてその視点が実際と違うことがある。し

かし八木沢さんはあえてそのことに対し訂正しない

という。高校生たちが旅を続ける過程で変わってい

ったように，初めから答を押しつけず，いっしょに

考えていきたいと。

年齢差のある高校生との旅に不安を感じた八木沢

さんも，今回のツアーで自信を得たようだ。今後もボ

ランティア会としてはこのようなツアーに積極的に

かかわっていきたいと思っている。

－１３－ Trial＆ErrorＮｏ．８７



いんたびゅう 〉 ＭIRC/モラロジー国際救援運動推進委員会
しげとし

奥山恵俊さん，松本彰夫さん

スタディーツアーを通じてＪＶＣの活動を支援

ＪＶＣの現場を訪ねるＭＩＲＣ（モラロジー国際救援運動推進委員会）のスタディーツアーも今年の２

月で12回目を迎える。1983年から年２回ずつ行っているこの事業も６年目を迎え，“タイ･スタ''は』恒

例行事としてすっかりＭＩＲＣの活動の一部となっている。

モラロジーとＪＶＣのかかわりは1980年にさかのぼる。モラロジーの青年部がインドシナ難民救援の

ための募金活動を行ったり，ボランティアの派遣をＪＶＣを通じて行ったのがはじまりだ。1982年から

はインドシナ難民に限らず，途上国の人々を救援するためにＭＩＲＣとして改組し，以来協力関係が続

いている。今回はＪＶＣの活動のよき理解者であるＭＩＲＣ事務局の奥山恵俊さんと，第10回スタディー

ッア－の団長である松本彰夫さんに，ＭＩＲＣのスタディーッア－の方針，実際に参加された感想など

をお聞きした。

〔奥山〕

ＭＩＲＣでは，当初からＪＶＣにボランティアを派遣

し，彼らの帰国報告会等を通じ，国内における難民

問題の啓蒙活動を行ってきました。ただそれだけで

は数に限りがあります。またボランティアに行きた

いが，時間の都合で無理だという問い合わせも多く，

何かいい方法はないかと考えました。そこで一度試

験的に“タイ・スタ”を試み，その後試行錯誤を繰り

返しながら，現在に至っています。

現地を視察する視点は二つあります｡一つはＭＩＲＣ

が支援しているＪＶＣの現場を視察し，今後の援助の

あり方を探るということです。視察内容もタイ東北

第10回スタディーツアー。誰が日本人かわかる？

の農村とバンコク市内のスラム，国境と難民キャン

プというように，問題発生の原因を理解しながら，

現場を見るという視点で組まれています。

そしてもう一つが，現地でボランティアとして働

く人たちとの話し合いを通じ，その精神を学び，息

吹を日本国内の活動で引き継ごうというものです。

既に“タイ。スタ，'ＯＢは80名を越え，みんな各地

でがんばっています。

ＭＩＲＣのスタディーツアーはＪＶＣとジョイントで

行われる。参加者はＭＩＲＣとＪＶＣでそれぞれ公募さ

れ，その内分けは相談して決める。現地での案内は

ＪＶＣが受け持つが，団長はＭＩＲＣ

が務める。それでは第10回のスタ

ディーッァーの団長の松本さんに

お話を伺ってみると……。

〔松本〕

本当言うとね，その時にもう１

つ計画されていたアメリカのツア

ーの方に行きたかったんですよ

(笑)。でも帰ってきたら無意識の

うちに，タイやカンプチアヘ関心

が向いちゃって。麗津大学※にはい

ろいろな国から留学生も来ていま

すから話はしていましたが，さら

Ｔｒｉａｌ＆ErrorＮｏ．８７ －１４－



に海外への関心が高まったと

いうか，手当たりしだいあっ

ちこつちでタイの現状の話を

するようになりました。参加

した人にね，言うんですよ。

語り部になれって。

報告会は強要されていない

が，体験したことは語らずに

いられなくなる。自発的に報

告会を設ける人，「募金箱を

送ってくれ」とＭＩＲＣに依頼

してくる人，帰国後の活動が

次の参加者に結びつく。

〔松本〕

理屈ではわかってるんですけどね，やはり実際に

行ってみないと。うちの子供に，「タイでは上等の

食事だぞ」とか「タイの子供はみんな働いているよ」

とか言うと，それなりに関心を持っているみたいで

す。

なんといっても一番感動したのは農村の生活体験

です。動きが止まってしまったというか，自分の子

供のころでもあんなことはなかったですから。スラ

ムの生活は自分たちの子供時代を思い出しました。

参加者の中から「あれ／川崎といっしょだ」という

声が上がりましたが，なつかしい感じがしました。

難民キャンプも印象的でした。足のない人が手作

りの車イスに乗っているんですね。戦争の現実と，

その中でも必死に生きている人々に感動を覚えまし

た。

スタディーツアーから帰ると報告書をそれぞれ作

ることになっている。第10回の報告書はすべて松本

さんの手作りで，ワープロ入力，印刷，製本まで一

人でやってのけたという代物である。旅への思いが

こめられている。そのうえ松本さんはツアーに備え，

タイ語のハンドブックまで作ってしまった。ポケッ

トに入れて汗をかいてもボロポロにならないように，

ビニールでコーティングして。スタディーツアーの

たびにタイ大好き人間が生まれているようだ。

ＭＩＲＣから支援を受けたＪＶＣの給水プロジェクト

はタイ農村からカンプチア国内と，もう８年も続い

趣Ｆ・』

：謎!~'

松本彰夫さん 奥山恵俊さん

ている。今後スタディーツアーでカンプチアを訪問

する計画はないかお伺いしてみた。

〔奥山〕

年２回の“タイ・スタ''は定着していますので，

カンプチアは今後の状況を見ながらそれとは別に考

えることになりますね。私たちとしては現場を持っ

ているＪｖｃのような団体と今後も関わっていきたい

と思っています。タイの難民キャンプはしだいに閉

鎖されていく方向にありますが，タイと日本の関係

はますますクローズアップされてきていますし，“タ

イ。スタ”は訪問先は変わっても続けたいと思いま

す。

ＭＩＲＣ(モラロジー国際救援運動推進委員会＝Moralogy

lnternationalReliefCommittee）

1926年展池千九郎によって創立されたモラロジー（道

徳科学）研究所を母体とする救援組織。これまでにイン

ドシナ難民，エチオピア干ばつ被災民，あるいはアルメ

ニア大地震などの緊急救援をはじめ，ＪＶＣ，シャプラニ

ール等のＮＧＯの諸事業に対して，人道的立場から支援

し，世界平和，人類の安心と幸福の増進に寄与すること

をめざしている。

※モラロジーに基づく

学校教育を行っている。
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ＪＶＣフォトコンテスト

Ｚ
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〔入選〕

1．泉(ラオス）

撮影前田初江

水汲みは娘さんの役目。

日本でも少し前まではこんな

光景が見られた。

〆水を汲んでいる娘の自然なか~

らだの動きがうまくとらえら

れている。カラーのバランス

がとても良いがモノクロで印

刷されるのが残念だ

石川文洋一、

－１６－

1

第三世界の人々

〔特選〕

祭りの少女(タイ）

撮影清水俊弘

祭りの日。

着飾った少女たちの

行列が続く。

〆少女を中心にして，～

左右の人間の配置を

計算に入れた構図が

良い。少女の表情も

あどけなくて感が良

い石川文洋一、

2．スラムの昼下がり

（バングラディッシュ）

撮影穂坂光彦

子豚にえさをやる子供たち

"世界にはいろいろな条件のも、

とで，いろいろな人が生活を

している。この写真からは子

供のたくましさが感じられる

石川文洋一へ
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シリーズ･－－ ＮＧＯを見直す

誰のために

何が必要で何が不必要なのか

難民たちは，農業経験があり自立心が旺盛なため，

外部からの大規模な援助がなくても，自主的に農業

を始めた。気候や土壌の好条件も手伝って，２年も

たたないうちに自立の目安がたったその矢先，難問

がもちあがった。自主的に定住した難民たちを各地

から集め難民村を建設し，あわせて，その村を管轄受話器をとると，聞きたくもない声が飛びこんでから集め難民村を建設し，あわせて，その村を管轄

きた。「元気か？タンザニアで何を始めるんだ？する行政センターや病院などを建てたいとタンザニ

ちょっと話す時間はあるか？」UNHCRタンザニアア政府が言ってきたのだ。ＵＮＨＣＲの資金でこれが

の現場担当者，Ｆ氏である。かって私がソマリアで実行されたが，それらの施設の多くは，活用されな

活動していたとき，彼はＵＮＨＣＲ職員としてソマリいまま，今も野ざらしになっていると言う。

アにいた。つねに本部のご機嫌とりをしていた彼は，いったい，その援助は誰のために行なわれたのだ

現場にいながら，現場に身を投じようとしなかった。ろうか。自主的に定住し，それぞれの村で自立しか

難民や地元民と日々格闘していたＮＧＯの者にとつけていた難民たちが１カ所に集まる必要はなかった

ては，実に嫌な存在であった。ろう。当然，立派な行政センターや病院がうまく機

彼は待ち合わせ場所にほどなく現われた。相変わ能するはずがない。

らず聞きとりにくい英語でまくしたててくる。自分しかし私たちは，この事業を対岸の火として傍観

が担当しているプロジェクトがとても11頂調だとか，できない。ＮＧＯでも犯しがちなことである。私たち

そのために今度は本部に移されるかもしれないとか，の活動の対象者が誰なのか，まず私たちは自覚しな

話す内容も相変わらずである。自分の足元を見ずに，ければならない。彼らの声に耳を傾け，彼らのニー

しゃにむに上へ上へと昇りたがる性格は一向に変わズ（必要』性）を把握する。そして，そのニーズの妥

っていなかった。実は彼と会う前日，彼の上司から当性を十分検討したうえで，活動すべきである。も

そのプロジェクトには問題があると聞かされていた。ちろん，活動しないという結論もありえる。

そのプロジェクトとは，タンザニアに流入した難「誰のために？何が必要？何が不必要？」と，

民の「自立促進」をめざすプロジェクトであった。つねに自分に問いかけるのを忘れないようにしたい。

qIIIl瑚一‘'勝一'1nn.一.'1トー'1砂-,111p÷''1'』'‘一'111F‘一J'''''一,即''''一,111胸÷則''''一州'』Ⅱ‘一,11'いつ,111hつ,'''1.つqIIIﾄ一,4Mn.一・11'し一,411脳-,1111,つ､111膳一・ⅡM･÷,ⅡＩ｡｡÷,hﾛ,nつ,u1In-,,』I鵬一‘ＩＩｌｌ･全･IIDn-､IIpn一０１酢一,11牌一,Iトー鞭.一11,Ⅱ,÷叩‘÷mqn一,1I修一

清くも貧しくもないボランティア

‘‘ボランティア”と日本で言えば，“ダダで奉仕す

る者”とか，“清く，貧しい者''と思う人が大勢を占

めている。しかしこの捉え方は，ボランティアの本

質を歪曲してしまったように思う。ただ結果として，

その傾向が生まれただけである。

日本では，ボランティアとして活動しても，生産

的な活動とはなかなか認めてもらえない。したがっ

て，当然お金にはならない。もちろん，“庶民はお上

に滅私奉公すべし”という，歴史的な背景もあろう。

今でも，“ボランティアは安く使える人材”と考えて

いる行政組織は少なくない。この行政組織の姿勢は

明らかに間違っている。何もボランティアは，行政

組織の“お助けマン”ではなし，補完的な役割を担

うものでもない。余談になるが，行政組織もまた，

かって“公僕”と言われたように，本来はボランテ

ィアであるべきなのである。

ところでＪｖｃでは，専従者のほとんどがお金をも

らっている。私自身．それがやましい行為とは思っ

ていない。そして，その給料が少ないとはいえ，特

に自分が貧しいと思っている者は少ないようだ。ま

たＪＶＣの活動者のなかに，「自分は清い」などと豪

語する者はいないし，そう思っている者もほとんど

いないであろう。

では，“ボランティア”の原点は何だったのだろう

か。私は，“既存の行動原理や行動パターンにしばら

れず，自発的かつ自律的に何かをする者''を，ボラ

ンティアと呼びたい。つまり，人に命令されたから

でもなく，カユといって，勝手気ままに振る舞うので

もない人である。

ＪＶＣでは，単に便宜上，お金をもらっている者を

“スタッフ''，もらっていない者を“ボランティア'’

と分けている。しかし，上記の意味において，本来

どちらでもボランティアである。そして私は，他の

ＮＧＯでもボランティアが中核で活躍するのが望ま

しいように思う。もしもそうでなければ，ＮＧＯも単

なる職能集団か，有閑者集団になってしまう。

つねに私たちは,“ボランティア”とは何かを問い

つづけ，持ちつづけたいものである。（鴇田三芳）
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現場便り

プノンペン雑感

見'慣れない光景にふと足を止めた。犬が首をヒモ

でつながれ散歩していた。ここはカンプチアの首都

プノンペンである。都会で犬を飼っている人がいれ

ば散歩させるのも当たり前だろうという人もいるか

もしれない。しかし，少なくとも私の経験では，こ

の３年間に一度も見たことがない光景であった。こ

れだけでは富を持つ人が出てきたとはいえないかも

しれないが，私には，それがこれからこの国が歩む

であろう歴史を象徴する光景に思えた。

３年近く前にここに来た時，人々は一様に貧しさ

を耐えているかのように見えた。今こうしてみると，

富を持つ人がだんだんと増えてきたように思う。社

会があり，経済活動が行われていれば，富を持つ人

とそうでない人がいるのは当たり前のことである。

３年近く前，初めてここへ来た時それに気づかなか

ったのは，私の未熟な観察力ゆえか，あるいはその

時はまだ富を持つ人はほんの一部でしかなかったか

らなのか……。

この２，３年で市内に小ぎれいなレストランが雨

後のたけのこのようにできた。この国ではレストラ

ンほど盛衰の激しい商売はあるまい。最近ではテレ

ビでレストランのコマーシャル番組をやっていて，

宣伝合戦が盛んである。しかし，客は味につられて

ついてくるようで，調理人の引き抜きがあちらこち

らで見られる。

レストランとしては老舗であるリバティという店

で夕食をとっていたら，以前この店に来た時のこと

を思い出した。店の外にはまるで浮浪者のような人

たちが数人いた。どうやらベトナムから流れてきた

母親と子供のようだった。彼らは，私たちが食事を

終えて席から立ち上がるやいなや，電光のようにす

ばやく店内にとびこんできて，食べ残しの食物をと

っていった。あれは２年ぐらい前だったかと思うが，

今はそのような人は目につかない。

それと同じ頃，戦争で足を失くした人々が街を杖

をついて歩いているのが，痛ましいほど多く見られ

たものだった。数日前，私たちが買い物をしている

と，後ろから人の近づく気配がし，「ソム，ピー，

リエル」（２リエル下さい）という声がした。声のす

る方を見ると，足を失くし杖で身体を支えている人

古西勇
(カンプチアチーム）

が２人いて，そのうちの１人が連れの分も合わせて

２リエル（約２円）を求めたらしい。店の主人は顔

色も変えずにさっとお金を差し出した。しかし，以

前に比べれば，そういう人たちの姿を目にするのは

非常に少なくなっている。

先ほどレストランの数が増えたと書いたが，そこ

で出てくる料理は主に中華料理である。家庭では食

べることができない料理を出すのがレストランだと

すれば，カンプチア人のためにカンプチア料理のレ

ストランがないのもうなずける。また，日本の中華

料理店の多さや中華料理の家庭への浸透ぶりを考え

れば，料理に国境はないといって納得できるかもし

れない。

そこで考えさせられたのは，この国における中国

人の存在である。ある日蓑田さんおすすめの店でラ

ーメンを食べた。オルセ市場に面した通りのあまり

きれいではないところである。店の主人は注文をと

ると何語だかわからない言葉で，おそらく「ラーメ

ン３丁／」というような意味のかけ声を屋台の調理

人にかけていた。「クメール語を話しますか？」と

クメール語で聞いてもニコニコ笑っているだけで，

どうも中国人らしい。そこで手のひらに「潮州」と

書いてみせると，彼ははし立てのはしと一緒に差し

込んである紙切れをとって「広東」と書いてくれた。

昔からこの国ではベトナム人とチャム人（イスラ

ム教徒）は全然同化せずに残っており，容易に判別

できたといわれる。しかし，中国人はカンプチアの

生活に溶けこんでおり，混血は非常に多かったらし

い。また，中国人は自分たちの文化に自信を持って

いたので，国籍はあまり気にしなかったといわれる。

この国の経済に対する彼らの影響は計り知れない。

経済を安定させることに必死の政府にしてみれば，

彼らは経済活動の上で同じ土俵に乗っているような

ものであろう。彼らとどう取り組むかはこの国の政

府にとって大きな課題である。

今回東京からこちらに赴任してもう４週間が過ぎ

た。悠長に構えていて仕事をしていないじゃないか

と叱られそうなぐらい，こちらの生活には馴染んだ

と思う。これからは自分なりに目標を持って活動を

進めていきたい｡
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アジア民匿の旅第３回ベトナム

天への

カエルの申し立て

今回もまた天空を舞台にした民話で，日本にある

有名な御伽話を思い出させる話です。ベトナムでは

最後に笑わせて自然界についての説明でしめくくり，

日本では勧善懲悪の仇討ちの話になりました。がら

りと筋立ては変わっていますが，話の名人が次々と

作り変えていくなかでも，聞き手が思わずひざを打

つような部分が改変を免れるのでしょう。（村田広平）

むかし，むかしのことで，時代も年号もはっきり

しないが，長い長いかんばつで畑はひび割れ，草木

は枯れて，葉はすっかり落ちつくし，動物たちは飲

み水を求めてさまよっていた。

蛙はもうだめだと思い，天の庭に行き天帝に訴え

ようと考えた。少し行くと蛙はかにに出会った。か

には，どこへ行くのかと聞いた。蛙が事情を話すと，

かには蛙にいっしょに連れていってくれるよう頼ん

だ。つぎの森につくと，こんどは熊と虎に出会った。

態も虎も渇きに耐えられず，あとは死を待つばかり

だった。蛙とかにがいっしょに歩いているのを見て，

熊と虎はわけを聞いた。蛙は，

「われわれはまもなく干上って死んでしまう。ど

うなっているのか天に聞きに行くんだ。君たちもい

っしょにいかないか」

熊と虎は声をそろえて言った。

「われわれも行きます。みんな運命をともにしま

しょう」

しばらくすると，こんどは蜂と狐に出会った。彼

らもいっしょに連れていってくれるよう頼んだ。彼

らは連れ立って天の庭に行った。天の庭の門につく

と，そこにある大きな太鼓を見て，蛙は，

「かにさん，あなたは水がめに入り，蜂さん，あ

なたは扉に隠れなさい。狐さん，熊さん，虎さん，

しばらく後ろに控えていて下さい」

みんなを配置してから，蛙は一人で進み出して，

ばちを取って三回ほど太鼓をたたいた。天帝はびっ

くりぎょうてんして，天雷にわけを調べるように命

じた。天雷はあたりを見回したが，小さないぼ蛙の

ほかはだれもいない。天雷はもどって天帝に伝えた。

天帝はすっかり怒って，その無礼な蛙をつっつかせ

るため，にわとりを放すよう命じた。にわとりが飛

んでくると，蛙はうしろに隠れている狐に合図を送

った。狐はにわとりの首をくわえて連れさった。天

帝はますます怒り，狐をかみ殺すよう犬に命じた。

犬が出てくるとすぐ蛙は熊に合図を送り，熊は飛び

出していって犬をなげ殺した。そのことが天帝に伝

えられると天帝は態を罰するよう，天雷に命じた。

天雷は大きな刀をひっさげて肩をいからせて外に出

た。しかし手を出さないうちに天雷は扉に隠れてい

た蜂にさされた。天雷は水がめに逃げこんだが，こ

んどは中にいるかににはさまれ，悲鳴をあげて飛び

出してしまった。天雷がうろたえてまごまごしてい

ると，虎が襲いかかり彼を引きさいた。

天帝は困りきって彼らと仲なおりをしなければな

らなくなり，蛙を天の庭に迎え入れた。蛙は訴えた。

「天帝様，もう四年間，下界にはひとしずくの雨

も降りません。地上は乾ききっています。この状態

が長く続くと，生き物はことごとく死に絶えるでし

ょう」

天帝は下界が大混乱になることを恐れて，おもむ

ろに言った。

「お帰りなさい。私が雨を降らせるようにしまし

ょう」

そして言い足した。

「これからは，下界の干ばつが長く続いたら，君
●●●○

は歯ぎしりして私に教えなさい」

言いおわると天帝は龍に雨を降らすよう命じた。

蛙たちが下界に帰りつくと水が畑にあふれていた。

そのときから蛙が歯ぎしりすると，しばらくして必

ず雨がふるようになった。

民間にこういう歌がある。

－蛙は天のおじさんであり，蛙を打つものは天に

罰される。（同朋舎「ベトナムの昔話」より）

Ｔｒｉａｌ＆ErrorＮｏ．８７ －２０－



ＪＶＣブロジエクト

活動地名

東京本部

神奈川県

(ＪＶＣ神奈j:l）

日本国内

エチオピア

(ウォロ 州）

活 動内容

渉外，事業計画，資金調達，ボランティア調整，会計

総務，情報収集および広報等。

機関誌『トライアル。アンド・ニーラー』発行。

ＪＶＣ説明会･-毎月第１ﾉ｣曜日午後６時～９時
毎ハ第２，３土曜日午後２時～４時

学習会月１回午後６時～９時

(希望者にはハガキにて連絡）

神奈![県内における渉外，事業計山，情報収集，資金

調達等を行う。

神奈Ⅱ:県および県内の市民剛体との共同事業の企両

運営。定住難民ﾌﾟ'］ジニクトのコーディネーション。

●定住難民プロジェクト

３ﾉj26I]に老人ホーム：.さくら苑.；と合lLi]で年度末

のパーティを開くことが決まり，現在準備:!:。、剛｜
はカンプチア，ラオスの伝統舞踊，インドシヅ料理

の試食なども行う予定。

●東金農場

ｎ給用の野菜を作っている。

東金で深直連動をしている“さかさま農園"や;l｣武ボ

ランティア協会なぎと，毎ﾉ１１虹勉強会を行っている。

●緊急食料援助（コレブを中心に〉

1000ｍｍ近い降雨量を記録した大雨期が終り，収
穫期を迎えている。雨による作柄への被害は避けが
たいが，農民に笑顔と誇りが戻ってきた。ユ年４カ
月に及ぶJVCの緊急食.量配給は11万に最終ラウンド

を終え緊急部態は一応の終息を見た。

●総合的復興促進<マーシャ）

１．植林，土壌保令

７ﾉ]:fiに:ii間部のｔ壌保全の植林を終え，その

後，村人たちに苗木を配り各家庭に植えてもらっ

ている。

２母子保健・栄養

家庭菜園，離乳食等の訪問形式による指導が母親
偶身の鼻で行われつつある‘

3.給水

清潔な飲料水確保のため，泉の保護をしている。

種子銀行，農業教室も引き続き行っている

●道路補修

豪雨により傷められたアンバマリアムーマーシャ間

の道路補修をﾕ2ﾉ』に終えた．

－２１－

1989年１月２５日現在

支援州休

今園社会福祉協

議会

ジャパン･タイムス

神奈川県福祉部
禅林寺龍華会基
金，『国際交流

ポスピタリティ

トラスト』,日本

少林寺挙法連盟

特別養護老人ホ
ーム『さくら苑：

ＣＲＤＡ，ＷＦｐ

犬養道ｆ・みき

り本運動，１１
本少林寺挙法連
盟，モラ唾ジー

ＭＩＲＣ、東京グ

ノ・‐ン・ウォー

ク，西本願寺，

ジャパン・タイ

ムス，チャッテ

ィ・サイクル，

Ｔｒｅｅｆｏｒｌｉｆｅ

の会，中部善意

銀行

担斐者

岩崎駿介（代表）

尾野呂子（事務局長）

熊岡路矢，林達雄，
前川昌代，鴇、里芳，
加藤志保，常安光夢，

岩崎美佐子，

アィネス・バスヵビル

1111:誠史，

山i:誠史，他約60人

松岡美奈子

東金市民有志

鈴木直喜，１１:田張，

伊藤達男，伊藤幸子，

イエッｉ､ベルク，ソ［7.モ

ン，バレタ，ダニエル，

jT..シ÷、－－，１，－・マス‘

シュク・ル

Trial＆ErrorＮｏ．８７



活動地名

ソマリア

マガネイ・キャンプ

〈ケドー郡）
ルバ・キャンフコ

（ケドー郡〉

ジャララクシ・キ

ヤンプ

<とラン郡）

カンプチア

カンポット県

プノンペン

カンダール県

Trial＆ErrorＮｏ．８７

活 動内容

毎年のこととはいえ，厳しい季節を迎えつつある。’

〃ごろから徐々に:鳥昇しはじめる気温は４月の雨季直
前でピークに達する。地表温度が70.ｃを超すのも珍し
くない:，現にこの厳しい環境と過労のため，金了がマ
ラリラで倒れ，現在ナイロビで治療，休養中である。

今月上fﾘ，ＪＶＣソマリアの年次総会がルークで開か
れた。昨係行診た活動の自LL評価と今年の計画などに
ついてつっこんだ話し合いが持たれた。

また，前号でお知らせした“ＵＮＨＣＲの方針表明"に

ついてＵＮＨＣＲとソマリア政府との交渉が進歴し，
政府がＵＮＨＣＲの方針に基本的に合意したようであ

る。

●農業による自立促進

約4(>haの農場が完成し、これに刺激された．他のグ

ループ〈難民と地元民〉がＪＶＣに協力を依頼してき

たが，これは断った。このダﾙー ﾌー゚ は政府の高官と
近い関係にあり．将来問題を起こすかもしれないか

らだ。

●サンタピエッブ技術学校／ワークショッブ

現在までに，３台のトラックのエンジン・オーバー

ホールを終えた。中程度や簡単なオーバ…ホールを

合わせると，合計60台以上のトラックを修理したこ
とになる。技術学校では９ｊｊから第２期の研修が始
まり，孤児院からも２名の者が参加した。
自動車労連より寄贈されたフォークリフトが到着し
た。次回の６カ月ルスのカリキュラムが完成した
●井戸掘り

農業省水利局の井戸掘りチームは，９月１２口からｦ.置
戸を掘り始めた。ワ・クショップ用の２本のﾉ|:戸，

トウルタポン寺小学校の井戸はすでに完成した。プ
ノンペン郡で２本のﾉ|:戸を完成したあと，カンポッ

ﾄ県で20本のハ:戸掘り活動を行う。

●ＲＩＮＥ（ライン〉プログラム〈母子保健活動〕

ラインセンタ群の建物は10月３日に落成した。

落成に合わせて，１１本からＷＣとＳｎＡＲＥの代表

団が現地視察を行った。
日本の病院より寄附された光学顕微鏡が，保健省録

子保健局に届けられた。
各郡から32名が参加した年４回の保健スタッフ訓練

が完ｒした。

JVC技術学校の交換部品購入資金などの支援を求
めるキャンペーンを実施中です。資金不足のため建
設が中断していたカンダ･ル・ストウン郡小学校完成
のための80万円カンパは四日市商業高校、モラ:?ジ
ーＭＩＲＣの御協力で全額集まりました。建設をrlj開

しました。ありがとうございました。

－２２－

支援団体

ＵＮＨＣＲ，

仏国士をつくる

う会

Ｒ,I.‐Ｊａｐａｎ

創価学会背年逗

話会議

創価学会背年平

和会議，モラ画

ジーＭＩＲＣ，立

正佼成会，日産
労連，丙本願寺，
善興寺ダーーナ基
金，高岡寺族青

年会，覚法寺，
デチャリティ．

ウオ・・クかなが

わ.'，日本少林

寺挙法連盟，毎

'1新聞大阪社会
事業団，大竹財
団，東京都社会
福祉協議会，国

際ソロプチミス

I､千代田，明る

い社会づくり連

動神奈川県協議
会，浄上宗東京

地区青年会，和
平基金，国際保
健協力･行民の会

（ＳＨＡＲＥ〉仏
教救援センタ…，

Pq口市商業高校，

Ｉ:蓮示宗務院，
横浜市Ｉ世界ふ
れあいキャンペー

ン.;，ｉ~お告げの

フランシスコ姉

妹会:，Ｈ本海
事センタ，中
部藷意銀行，堺
市Kﾌータリーク

ラフ

匹当者

金争・弘，モハメット・

アブディ，ムハポ，

''１野周＝，磯田厚子，
羽FH尚山，モハメッド，

シアッド，アオキ，
アプドラーヒ，アブデ,ｆ

ブーサル，ヒレ，アブディ

カリム．シニクリ

シッド

蓑田健．．，蓑田玲子

幅清，金』村千夜子，

古四男，

〔カウンター・パート＞

(運輸省〉
タック・カン，アム・

ディエン，メアス・サメ

ッ!､，ゲット・ソーン，

ガム･ボラ

(保健省）

アン・サルン医師

(カンダ･-．ル県保健局）

ニム・ニエム医師

(農業省水利局）
セン・ロ－

■’



１月16日から日本行きのベトナム難民４人が日本語

の勉強を始めた。

同日から午後の１時間を“日本の生活紹介”にあて

る。具体的な日本の文化，生活習慣をテーマに紹介。

日本語学校⑳生徒敷く晶殻鰹ｒﾁｱ

担当者活動内容 支援団体活動地名

E三口
バンコク事務所

ポンピモン・チャンフー

ン，カモン・ミンムアン，

スンニー。テイチャリヤ

クン

熊沢ゆり

チャタヴァデ・モンコン

①総務，会計，資金調達

②各機関（国連，タイ政府，日本大使館，各国民間援

助団体）及び東京事務所，各プロジェクトとの連絡

調整

③情報収集，広報活動

④日本人主婦ボランティアとの連絡調整

⑤季刊「ニューズレター」（英語，タイ語）の発行
・１２月25～31日，タイ南部の水害地を実地調査。

・１月４日，ＵＮＨＣＲとの会議に出席。

・南部水害地に古着及び日本からの義援金による救援

物資を配布した。

全国社会福祉協

議会

●西崎憲司記念技術学校

一気筒エンジン，単車，自動車，電気の理論と演習

の各コース，溶接コース，大工作業所のプログラム
を実施。

現在400人の生徒が技術習得に励んでいる。今年度

から新たに竹細工，漁網，水くみポンプの各コース

を開設する。現在それぞれのコースのために新しい

指導者を養成中。教室などの施設は準備完了した。

カオイダン

(カンプチア

難民キャンプ）

ＵＮＨＣＲ，

ＳＶ(Stichting
Vluchtelingf）

ソムヨット・ラタナタム，

清水俊弘，大石道子

●日本語学校

・日本定住予定者へのプログラム

①日本語教育

②日本文化，習j慣の紹介

③渡航準備オリエンテーション

・他国定住予定者へのプログラム

渡航準備オリエンテーション

鈴木由子，竹村雅義，

ｱﾅﾝ・ブダミリンバ

ティーフ｡

天理教千葉

Ｒ,１．－Japan

パナニコム

(第三国定住待ち

キャンプ）

●

●

地域開発

（バンコク市内の

スラム地区）

（ブリラム県の

Ｍ村）

奨学金プロジェクト

１月14日の「子供の日」に，クロントイ１，２，３
区の高速道路下の広場で子供会活動を行った。

スラム生活改善プロジェクト

立ち退きの予定されるスラムで住民の組織作りを行

っている。

農村開発

ブリラム県Ｍ村で，学校給食の自給自足を目指すプ

ロジェクトを行っている。

その他

１月９日から１３日までピッサヌローク県を訪問し，

植林プロジェクトのための調査，ミーティングを行
った。

● モラロジーＭＩＲＣ

ＪＯＦＩＣ，

ＷｅＬｏｖｅＡｓｉａ

Ｔｒｅｅｆｏｒｌｉｆｅ

の会

雄勝町町内寺院
会

国際ソロプチミ

スト駿河

長谷川勉チャリ

ティーウォーク

ワティット・チャンスリ

ャオン，サムルアイ・ジ

ョンヨークラン，リーラ

・クンナロン，コメン・

スンスマン

今泉恵，
ガームシン・ロンクン

●

－２３－ Trial＆ErrorＮｏ．８７

信牙~頁１
(ヴィエンチャン）

生活改善指導員養成プロジェクト

子保健，幼児教育，家政一般，農業等の基礎知識・

術の普及を通して農村地域の復興と自立を促がす。
イエンチャンに上記の知識・技術を教えるセンター

作り，地方の婦人を対象に生活改善指導員を養成す
○

現在はヴィエンチャンで保健省，教育省，農業省の

力の下にラオス婦人連合と共同で養成コースのカリ

ュラムを作成している。養成コースは89年３月から

まり，８９年末以降指導員の農村での普及活動を多面
に支援する。

●
母
技
ヴ
を
る

庭野平和財団

難民と地球の緑
を考える会

｢チャリティ・ウ

ォークかながわ」

スコティッシュ・

ナイト・イン・

専修寺

聖ヨゼフ老人ホ
ーム

谷山博史，前田初江

協
キ
始
的



傍ある席で「ＮＧＯの関係者は第三世界についてはっきり

ものを言わないことがある。彼らの文化，習慣の中には

明らかに近代化を妨げているものがある」という発言が

あった。ここで近代化とは何かという難しい議論はさて

おくとして，たしかに「悪いことは言わない」という不

文律があるような気がする。もしも対等な関係の友人だ
ったら「悪いことは悪い」と言うだろう。そして「まっ

たくしようがないな」と言いつつもつきあっていくだろ

う。独善を恐れるあまり謙虚になりすぎているのだろう

か。それともいまだに第三世界の人々と本当の信頼関係

が築かれていないのだろうか。

１

ＪＶＣの活動とその目的に御理解を

しJVCとは一JaPanlnternationalVolunteerCenter

は1980年２月，タイのバンコクで設立された民間救援団体

です。1979年暮れの，インドシナ難民の大量流出をきっか

けに，日本から駆けつけた若者と，現地タイですでに活動

を始めていた日本人とが一体となり，現在の組織の原形が

できました。ＪＶＣは,活動者の自発的な意志に基づき，日

本の個人。団体からの寄付金，国連機関からの委託金等に

よって運営されています。ＪＶＣは，人種，国籍，習』慣，

宗教その他の信条の違いを越えて，難民および同様の窮境

にある人々を対象にできる限り継続的な活動を行ないます。

しＪＶＣの会員募集について－会員は，総会に出席し，

ＪＶＣの方針などを決定する他，情報･資料の入手，各種の

活動・報告会・上映会・学習会等へ参加することができま

す。また正会員には自動的に，機関誌（Ｔ/Ｅ）をお送りい

たします。会員の種別と年会費は以下の通りです。

､正会員(態調::::璽薫員:::::：
・賛助会員金品による支援（金額は自由です｡）

し機関誌『Ｔｒｉａｌ＆Error』のみの購読について

・毎号１冊送付年間購読料3,000円

・毎号４冊送付年間購読料10,000円

し送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

①会員：東京5-48365加入者名一ＪＶＣ会員係

②T/Ｅ：東京３－５４１８６加入者名一ＪＶＣ東京事務所

（住所，氏名，購読開始月をお害き添え下さい。）

＞みなさまの募金が支えるＪＶＣの活動一救援活動をより充

実させるため，以下の募金をお願いしています。なお募金の

20％をＪＶＣの運営経費に充当させていただいています。

Ａ､アフリカ難民救援募金（１月小計102,000円）アフリ

カの難民・飢餓民への救援プロジェクトに使われます。

Ｂ、グリーン°フォー・アフリカ募金（１月小計645,027円）

アフリカの土壌回復，農業，植林等に使われます。

Ｃ､インドシナ難民救援募金（１月小計25,500円）タイ国

内にある各難民キャンプのプロジェクト費にあてられます。

Ｄ・カンプチア募金（１月小計35,290円）カンプ

チア国内の復興のために使われます。

Ｅ､タイ・スラム募金（１月小計67,500円）バンコ

ク市内のスラムにおける生活向上のためのプロジェクト及

び図書活動に使われます。

Ｆ､スラムの子供奨学金・基金（１月小計759,000円）バンコ

ク市内のスラムの子供達が学校へ通う費用を援助します。

Ｇ,タイ農村募金（１月小計126,000円）タイの

農村開発のために使われます。

Ｈ・定住難民募金（１月小計23,000円）定住難

民のための日本語教材費と家庭教師の交通費に使われます。

Ｉ・ＪＶＣ運営経費募金（１月小計51,000円）現場を

支えるのに不可欠な事務運営経費，人件費に使われます。

Ｊ・ラオス募金（１月小計80,000円）ラオス

の婦人の生活向上プログラムのために使われます。

Ｋ・無指定募金（１月小計369,514円）

2４－

編集後記
＞送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さいｃ

東京９－２７４９５（募金種目名をご記入下さい｡）

加入者名一ＪＶＣ東京事務所

印刷所（株)ベスト・プリンティング

＊本誌の記事・写真等の無断転載・複写を禁じます。

Trial＆ErrorNo.８７

犬養道子・「みどり一本」募金

東京0-212497（１月小計606,132円）
犬養道子さんの御厚意により，ＪＶＣに上記の口座を設け

ることになりました。この募金はエチオピアの植林プロ

ジェクトに使われます。
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